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調査研究結果報告書（選定理由書）  

       発行者名 

採択基準 東京書籍（新編 新しい国語） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 知識及び技能の定着を図るために各領域の学習の中で繰り返し扱い、

必要に応じて取り立てた教材を設ける等、構成がよく工夫されている。 

・ １単元１領域を原則として指導事項を重点化し、重点指導事項に即し

た具体的な言語活動を設定し、課題解決的な活動を通して、思考力、判

断力、表現力が身に付くようよく工夫されている。 

・ 単元冒頭で「言葉の力」により何を学ぶかを明確にするとともに単元

末「生かそう」の欄を設定し、各単元で学んだことを他教科や日常生活

で活用できるようよく工夫されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

 

⑴ 児童の発達段階に応じた文章の長さ、分量、難易で適切な題材を取り

上げており、領域ごとのバランスも配慮されている。 

⑵ 児童の関心、他教科との関連、各種教育課題への対応などを踏まえ、

多様な内容・テーマを取り上げて単元を配列しており、幅広い知識や教

養を身に付けられるよう十分に配慮がされている。 

⑶ 単元ごとに「見通す」「取り組む」「ふり返る」という学習の流れが設

定されており、児童自ら課題意識や見通しをもって学習を進められるよ

うよく工夫されている。 

⑷ 文字指導にも適した独自の教科書体を中心とし、文字が小さい箇所に

は、ＵＤフォントを使用したり、ｍｉｍ（多層指導モデル）を取り入れ

たりするなど、学年発達に応じた十分な配慮がなされている。 

⑸ 色や矢印、箇条書きや図解、イラストなどが工夫して配置され、児童

の内容理解や多様な思考を助けるよう配慮されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

 

⑴ 児童の関心や発達段階に合わせた教材や題材を用い、扱う内容を重点

化し、６年間を通じ段階的・系統的に学習が積み上がるよう十分に配慮

されている。 

⑵ 各単元の導入の「思い出そう」と、各学年の巻末での「言葉の力のつ

ながり」で、「言葉の力」を領域ごと、系統ごとに示し、単元相互の関連

性や連続性が実感できるよう十分工夫されている。 

⑶ 単元巻頭の「言葉の力」で身に付ける資質・能力を意識し、「学習

の流れ」で見通しをもって学習を進め、終末部で、言葉の力が身に付

いたかを確認できるようにするなど、言葉による見方、考え方を働か

せた学習展開ができるよう十分に配慮されている。 

⑷ 知識及び技能について。各領域の学習の中で繰り返し扱われ、確実

に定着が図れるよう十分に配慮されている。 

⑸ ワイドなイラストや写真で、学習への意欲が高まるよう工夫してい

る。また、紙面内の文字や図版などの区別を明確にした配置や色使いの

工夫がなされており、学習に集中して必要な情報を得られるよう、十分

に配慮されている。 

⑹ 各単元末に「ふり返る」と「言葉の力」を提示し、児童自身が学習し

てきたことを確認できるように配慮されている。 

４ 全体的な特色 ・ 単元で身に付ける力を「言葉の力」として明確化し、「学習の流れ」を

提示することで、どのように学ぶか見通しをもって学習できるよう工夫

されている。 

・ 単元末には「生かそう」を設け、国語の学習で身につけた資質･能力を

他教科の学習場面や生活場面で活用できるよう工夫されている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書）  

       発行者名 

採択基準 教育出版（ひろがる言葉 小学国語） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 巻頭に「学年で学ぶこと」を載せ、1 年間の学習の見通しを持たせる

とともに、国語の学習で身に付けた力を他教科や実生活で生かせる場面

を設定し、生きて働く言葉の力を身に付けられるよう工夫されている。 

・ 児童の身の回りにある課題を取り上げることで、必要感を持って課題

に関わり、学習を実生活へ広げ、多様な言語活動に取組めるようよく工

夫されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

 

⑴ 児童の発達段階に応じて、文章の長さ、分量、難易の程度が考慮され、

児童が無理なく学習が進められるよう十分に配慮されている。 

⑵ 児童の日常生活や他教科への広がりを意図した教材、今日的な課題を

反映した教材を配置するなど、学習の関心・意欲を喚起する教材が適切

に配置されている。 

⑶ 「学習のてびき」を提示したり、問題解決する学びの道筋を４つのス

テップに分けたりすることで、児童が自ら課題を見つけ、見通しを持ち

ながら、主体的に取組むことができるよう十分に工夫されている。 

⑷ 児童にとって見やすい教科書体を用いたり、違和感のある交ぜ書きに

ならないように上位学年の漢字でも熟語ではふりがなを使用したりす

るなど、学年発達に応じた視覚的な配慮がされている。 

⑸ 見やすい色使いの図表・写真・さし絵を活用することで、児童が学習

内容を端的に把握したり思考を深めたりすることができるよう配慮さ

れている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

 

⑴ 児童の発達段階に沿って螺旋的・反復的に繰り返しながら、言葉の

力を育成できる言語活動を取り入れ、単元を系統的に配列するよう十

分工夫されている。 

⑵ 年間で学ぶ内容が確認できるよう「学ぶこと」を各学年の上巻・下巻

の巻頭で示すなど、単元相互の関連性や連続性が図られている。 

⑶ 教材との出会いを大切にする「学びの扉」や「学習のてびき」によ

り、見通しを持ち主体的に学ぶよう構成されているとともに、各領域

の言語活動が十分に行われるよう複数の領域を組み合わせた単元を設

定するなど、十分に配慮されている。 

⑷ 巻頭に「ひろがる言葉」・巻末に「言葉の木」「学ぶときに使う言葉」

のページを設け、見通しを持てるようにし、全単元に学習目標・めあて・

手立てが明示され学習の重点化、知識及び技能の系統化が図られるよ

う、十分に配慮されている。 

⑸ さし絵・図版・写真は、考えの形成を助ける資料性の高いものや、活

動の手順や留意点を分かりやすく示すものなどが配置され、学習上必要

となる視覚的な配慮がなされている。 

⑹ 単元末に、「ふり返ろう」や「ここが大事」を設定し、まとめや評価の

観点を明確にして自己評価ができるよう工夫がなされている。 

４ 全体的な特色 ・ 学習の展開や段階を明示し学習の可視化を図り、児童が単元の目標を

理解したり学習の見通しを持ちやすくしたりするよう配慮されている。 

・ 児童の身の回りにある課題を取り上げ、必要感を持って課題に関わり、

多様な言語活動を通して主体的に取組めるよう工夫されている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書）  

       発行者名 

採択基準 光村図書出版（国語） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 巻頭に「国語の学びを見わたそう」、各単元の冒頭に単元の目標や言語

活動が明記され、児童が見通しを持って学習に取組み、基礎的・基本的

な内容が着実に身に付けられるよう十分配慮されている。 

・ 教科書全体を「単元」「コラム」「特設単元」で構成し、「知識及び技能」

と「思考力、判断力、表現力等」とを適切に組み合わせて、言葉の力を

着実に身に付けられるようよく工夫されている。 

・ 単元の初めに「問いをもとう」を設定し、児童が自らの問いや願いを

持って主体的に学びに向かえるようよく工夫されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

 

⑴ 児童の発達段階に応じた文章の長さや分量、難易の程度が考慮され、

各領域にわたって適切な話題・題材を取り上げて、無理なく学習が進め

られるよう十分に配慮されている。 

⑵ 学校生活や他教科と関連した教材、ものの見方・考え方を広げたり深

めたりできる教材を配置するなど児童の学習意欲を喚起するよう、十分

に配慮されている。 

⑶ 「見通しをもとう」を設定することで、学習や生活の中で感じた児童

の問いをもとに、児童が主体的に学びを深めることができるよう、十分

に工夫されている。 

⑷ 本文にはオリジナルの教科書体を用い、読みやすさだけでなく、書き

文字に近く正しい字形を意識できるようよく配慮されている。 

⑸ イメージを豊かに広げるさし絵・写真・グラフ等が見やすさに配慮し、

適切に配置され、児童の理解や思考を助けるよう十分配慮されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

 

⑴ 学年内・学年間を見通した単元配列がなされ、基礎的・基本的な内容

が確実に身に付くとともに、各単元、教材のねらいが系統的に位置づけ

られ、段階的な指導ができるよう十分に配慮されている 

⑵ 巻頭の「○年生で学ぶこと」では、年間の学習課程を領域ごとに示す

とともに、前年度の学習課程を下段に配置することで単元相互の関連性

や連続性を確かめながら指導できるよう十分配慮されている。 

⑶ 自ら問いを持ち、複数の領域の言語活動に取組みながら展開するよう

な単元構成がなされており、主体的・協働的な学びが実現できるよう十

分に配慮されている。 

⑷ 単元ごとの「ふりかえろう」では、三つの観点で知識・技能の振り返

りを位置づける等、知識・技能が系統的に各領域と関連付くよう十分に

工夫されている。 

⑸ 教材内容の理解を助け、イメージを豊かに広げられるようさし絵や写

真を適所に掲げている。また、考えを形成したりまとめたりする思考ツ

ールとして活用できるよう図表やグラフが工夫して配置されている。 

⑹ 単元末に「ふりかえろう」や「大切」を設定し、三つの観点に沿って

振り返ることで自らの学びの自覚化を促したり、学んだ言葉の力の活用

が図られたりするよう十分に配慮されている。 

４ 全体的な特色 ・ 学習の手引きでは、全体を上段の学習課題と下段の学習のポイントの

２段に整理し、児童が学習過程に即して主体的に学んだり、学びを深め

る手立てを確かめたりできるような配慮が十分になされている。 

・ 児童の発達段階や教材との関連を考慮しながら、学習や日常生活で役

立つ語彙が豊かに獲得できるよう十分に配慮されている。 

 



東 京 書 籍

教 育 出 版

光 村 図 書 出 版

書　　写
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
東京書籍(新編 新しい書写) 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 書写学習の基礎的・基本的な事項を確実に習得できるよう、学年の発

達段階に応じて系統的に単元を配列し、螺旋的に学習できる工夫が十分

されている。 

・ 学習事項のポイント「書写のかぎ」を設け、文字を整えて書くための

知識・技能を系統的に整理し、学年の発達段階に応じた課題解決型の学

習が行えるよう十分に配慮されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

 

⑴ 各単元の指導事項に適した字形を持つ文字を教材とし、学年の配当字

数に照らして適切な単元数、分量で硬筆と毛筆の学習ができるよう配慮

されている。 

⑵ 単元の初めに生活の中の事例を「４コマ漫画」で紹介し、児童が日常

から課題を見つけ、教科書を手段として解決し、書写の学びを主体的に

深めていけるような工夫がされている。 

⑶ 各単元の流れが「みつけよう」「たしかめよう」「いかそう」「ふりかえ

ろう」という児童の思考に沿った流れとなっており、児童同士の対話を

促したり、児童が課題に気付いたりするための工夫が十分になされてい

る。 

⑷ 色覚の多様性に配慮されており、児童が学習に集中し、紙面の大事な

情報に着目できるようにレイアウトや色遣いが工夫されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

 

⑴ 基礎・基本を重視し、入門段階を丁寧に扱っており、学年の発達段階

に応じて「書写のかぎ」で大切な用語を押さえながら簡単な点画から単

元を配列する配慮がなされている。 

⑵ 巻頭の「書写の学び」では、当該学年で学習することや前学年での

学習を掲載し、既習事項を踏まえながら学習に取組めるよう十分に配

慮されている。 

⑶ 日常の生活の中から課題を見つける資料を提示し、「リンクマー

ク」や「生活に広げよう」「学びを生かそう」等により習得した力を

日常生活に生かす場面を設けることで、児童の主体的な学びを促すよ

う十分配慮されている。 

⑷ 印刷の濃度や色味を調整することで、より本物に近く、見やすいもの

にしたり、どのページでも同じ学習段階は同じ場所にレイアウトしたり

する等、視覚情報を用いて指導しやすいよう工夫されている。 

⑸ 「書写のかぎ」によって共有した課題にそって振り返りができるよう

配慮されている。 

４ 全体的な特色 ・ 単元は①硬筆→②毛筆→③硬筆→④振り返るという展開になってお

り、硬筆から出発し、硬筆に帰ることで、毛筆を使用する学習が硬筆で

書く力の基礎となるよう工夫されている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書）  

       発行者名 

採択基準 
教育出版(小学 書写) 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 書写の「原則・原理」に従って、学年の発達段階に合わせた教材が系

統的・段階的に配列され、学習した内容が日常生活の様々な場面で活用

できるよう十分に配慮されている。 

・ 「学習の進め方」で４つのステップを示し、１時間の初めの「ためし

がき」終わりの「まとめがき」により、自ら見通しを持ち主体的に取組

み、自己の成長を実感できるよう、十分配慮されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

 

⑴ 各学年の教材は、児童の発達段階や語彙・言語環境等を考慮し、年間

３０～３５単位時間程度の限られた時数の中でも、過不足なく学習効果

が得られるよう十分配慮されている。 

⑵ 習得した書写力と他教科や日常生活との関連を図れるよう「レッツ・

トライ」「書いて伝え合おう」等において活用の具体例を多数掲載し、「生

きて働く書写力」が育成できるよう十分に配慮されている。 

⑶ 「学習の進め方」で 1時間の見通しを持ち、「めあて」で文字を書く時

に考える観点を持つことで、児童が自分で課題を見つけ、主体的に学習

ができるよう工夫されている。 

⑷ 左利き児童用の資料の提示をしたり、ＵＤフォントを活用したりする

ことで、すべての児童にとって読みやすく、学びやすい工夫がされてい

る。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

 

⑴ 各学年に応じて、書きやすい点画や文字の大きさなど、平易なものか

ら発展的に学習できるよう配列が十分に工夫されている。 

⑵ 低学年では姿勢、筆使い等を重点的に扱い、高学年の筆圧、字形の整

え方等へ発展していくよう構成され、「はってん」で次の学年の学習が

示される等、学年間の関連が図れるよう配慮されている。 

⑶ 巻頭には「学習したことを他の学習や、他の生活の中で生かそう」で

ノートや手紙での生かし方が具体的に掲載され、「つかむ・考える」「書

く・たしかめる」「振り返る」「生かす・広げる」を位置づけ、どのよ

うに学ぶかを明確にして、児童の主体的な学習を促す単元展開になるよ

うに十分配慮されている。 

⑷ 社会の多様性を踏まえ、色覚等の特性を踏まえた判読しやすい配色

や、課題解決の方法を考えながら学習を進められるよう、写真や図表が

豊富に掲載されており、指導に生かせる工夫がよくなされている。 

⑸ 学習の始めと終わりに設定された「ためしがき」と「まとめがき」、お

よび観点が明確に示された「ふり返ろう」により、学んだことが確かめ

られるよう十分に配慮されている。 

４ 全体的な特色 ・ 書写で学習した知識を使って、自分の課題解決した内容を伝え合う場

面の例示をしたり、伝え合う視点を示したりし、対話的な学びへの配慮

が十分にされている。 

・ 練習用紙を選択したり、課題選択ができる教材を設けたりし、児童自

らの課題解決に向けて主体的に取組めるようよく工夫されている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書）  

       発行者名 

採択基準 光村図書出版(書写) 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 各学年段階の「書く力」を確実に身に付けられるよう、基礎的・基本

的な知識・技能を系統的に位置づけ、習得と活用を繰り返しながら螺旋

的に高められるような工夫が十分されている。 

・ 課題を見つけ解決するまでの過程が一目でわかるよう提示され、学習

を通して文字の整え方を主体的に学び、身に付けた力を他教科や日常生

活に生かせるよう十分に配慮されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

 

⑴ １教材 1 目標とし、その教材で扱う要素が焦点化して提示されてお

り、児童の発達段階に応じた書く力が系統的・段階的に高められるよう

十分に配慮されている。 

⑵ 児童の日常生活や他教科の学習内容から幅広く取材した教材を豊富

に位置づけ、学習したことを自分や社会と結びつけて理解し、日常生活

に生かせるよう十分配慮されている。 

⑶ キャラクターの動きで筆運びを表現したり、文字同士を比較して共通

点や相違点を考えさせたりすることで、児童自らが文字に対する見方・

考え方を働かせて、必要な技能が確実に身に付けられるよう、十分に配

慮されている。 

⑷ 見やすいよう工夫されたフォント・色使いを用い、左利き児童用の教

科書紙面が提示されたり、筆運び等の動画の二次元コードが用意された

りするなど、ユニバーサルデザインに十分配慮されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

 

⑴ 基礎的・基本的な知識・技能を系統的に位置づけ、習得と活用を繰り

返しながら力を高めていけるよう、単元の配列がよく工夫されている。 

⑵ 毛筆を扱う際に、同じ学習要素をもつ硬筆課題を教材内に設け、毛筆

で学習したことが硬筆に生きるようにしたり、１、３年に「スタートブ

ック」をつけたり、硬筆や前後の学年との関連について十分配慮されて

いる。 

⑶ 各学年に「書写広げたい」を設けられ、６学年では学習したことをま

とめた「書写ブック」が配置されるなど、国語教科書や他教科と関連し

た教材を設定したり、日常生活に生かせるような単元を配置したりする

など、児童の主体的な学習を育てるよう配慮されている。 

⑷ 読みやすさを考慮した独自に開発した教科書体を使用するとともに、

「学習の進め方」では、イラストや写真で示しながら、学習の流れが一

目でわかるようにし、視覚的な資料が指導に役立てられるようよく工夫

されている。 

⑸ 全教材に「たいせつ」を設け、単元の課題について自己評価できるよ

うにするとともに、他の字を書くときにも活用できる基礎・基本を確か

めることができるよう十分に配慮されている 

４ 全体的な特色 ・ 「①考えよう→②確かめよう→③生かそう」の学習段階が提示され、

自ら発見した文字の原理原則を実際に書いて確かめるという課題解決

型の学習が主体的に進められるよう十分配慮されている。 

・ １年巻頭に「しょしゃスタートブック」、６年に小学校で学習したこと

をまとめた「書写ブック」を設け、園や中学校との接続がスムーズに図

れるよう十分に配慮されている。 

 



東 京 書 籍

教 育 出 版

日 本 文 教 出 版

社　　会
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
東京書籍（新編 新しい社会） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 教科の目標を達成するために必要な内容が的確にもられている。 

・  様々な仕事や活動に携わっている人の話を「○○さんの話」として掲

載し、共感的に人の生き方を理解して学べるよう配慮されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

 

⑴ ドラえもんの４種類のイラストを目印に児童が社会的な「見方・考え

方」の視点を一目で理解できる工夫がされている。また、多様な人物キ

ャラクターが学習を進めていくアドバイザーの働きをし、児童の主体的

な学習の手助けとなるよう配慮されている。 

⑵ ワイド面や折り込みページを用いた迫力あるイラストや厳選された

写真資料が多く用いられると共に、ＱＲコンテンツを用い動画でさらに

詳しく調べられ、児童の興味・関心が高まるように工夫している。 

⑶ 各見開きページに「まなびのポイント」が例示されており、児童自ら

が主体的かつ連続的に学習活動を展開できるよう配慮されている。 

⑷ 「まなび方コーナー」を適所に設け、各学年の発達段階に応じて丁寧

に示されており、児童が調査表現活動をしやすいよう工夫がされてい

る。 

⑸ 専用の教科書体とＵＤフォントを使い文字をバランスよく配置し、児

童が読みやすいものになっている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

⑴ 重要なキーワードを「ことば」として明示し、さらに振り返ってまと

めで活用し、学習の基礎基本が定着できるよう工夫されている。 

⑵ 「つかむ」「調べる」「まとめる」「いかす」の学習の流れが明示さ

れ、問題解決的に学習を進めやすく、単元が途切れることなく、連続的

につながるように工夫されている。 

⑶ 「空間」「時間」「相互関係」の３つの視点と、方法（考え方）で挿

絵を変え、児童が社会的な見方を働かせてどのような視点や方法で考え

ていけばよいかが明確に表されるよう工夫している。 

⑷ 学年の学習内容に応じて、SDGｓ・国際理解等の今日的な課題の内容を

取り上げ、また「いかす」場面では発表する、話し合う等の言語活動を

重視し、児童の思考力・判断力・表現力が高まるように工夫されている。 

⑸ 単元ごとの本文とそれに関する資料とが見開きのページの中で繋が

るように配列され、写真、地図等の資料から多様な読み取りやそれらを

活用した学びが展開できるよう工夫されている。 

⑹ 「まとめる」の段階で二次元コードよりワークシートが活用でき、児

童がＩＣＴ機器を使用し、学習の整理や振り返りができるように配慮さ

れている。 

４ 全体的な特色 ・ 前学年の振り返りから導入し当該学年の振り返りで締めくくる等、学

習内容や進め方に見通しをもてる態度の育成が丁寧に配慮されている。 

・分冊にすることにより児童の運搬を容易にする配慮がされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
教育出版（小学社会） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 教科の目標を達成するために必要な内容が的確にもられている。 

・ 社会に参画する多様な人々の思いや願いを例示し、社会への関わり方

について考え、判断・表現する力を養えるよう配慮されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

 

⑴ 学習対象とする社会事象に関わる写真が豊富に掲載され、またモノク

ロ写真への着色など写真資料を効果的に使用するなど、児童の興味や関

心が高まるよう配慮されている。 

⑵ 前学年の学習を想起したり、他の教科との学習連携を示したりする頁

を設け、児童が関心や意欲を高められるように、導入が工夫されている。

また、見開きの頁に１時間ごとの問いを示し、「次につなげよう」コー

ナーを設け、一貫した追究ができるように配慮されている。 

⑶ 二次元コードや「学びのてびき」欄でのＩＣＴ機器の多様な活用例が

紹介され、ＩＣＴ機器を活用しながら、児童が主体的に調べたり、考察

したりできるよう配慮されている。 

⑷ インタビューカードの書き方や学びのまとめの例示など、児童が調

査・見学やそれに基づく表現活動を主体的に進めるよう配慮されてい

る。 

⑸ ＵＤフォントが使用され読みやすさに配慮されている。また、「キー

ワード」が適切に配置され、児童の追究を補助するよう工夫されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

⑴ 「みんなでつくった学習問題」として設定された学習問題の解決に

向けて児童が単元を自主的に学習の展開をできるよう工夫されてい

る。また、学習単元が構造化されているため、見通しをもって指導で

きるよう配慮されている。 

⑵ 「つかむ」「調べる」「まとめる」「つなげる」の学習展開によっ

て、単元全体を通して問題解決型の学習を進めることができるように

配慮されている。 

⑶ 探究的な学習のサイクルについて円循環図で提示することで、児童

が問いを連続的に生みだしながら追究していけるよう工夫されてい

る。 

⑷ ４年「水道管と地域の課題」、６年「ハンセン病」等、人権や今日

的な課題を取り上げ、多様な人々が共に生きる社会の形成について、

児童の意識が高められるよう配慮されている。 

⑸ 単元導入時の見開き頁一面の資料やイラストによって、児童の多様な

気付きを促したり、比較・関連付ける学習展開に生かせたりするように、

構成が工夫されている。 

⑹ 人物キャラクターによる語りや吹き出しを使って、児童が対話的に言

語活動を行って、まとめができるよう工夫されている。 

４ 全体的な特色 ・ 一冊の中に学年で扱う学習内容が収められ、年間を通して見通しをも

って学習を進めたり、適宜振り返ったりしやすい配慮がされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
日本文教出版（小学社会） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 教科の目標を達成するために必要な内容が的確にもられている。 

・ ＩＣＴ機器を活用しながら、調査活動を通して情報を適切に調べ、ま

とめる技能が身に付けられるように調べ方を具体的に示す等の配慮が

されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

 

⑴ イラスト、写真を拡大提示したり、複数の資料を適宜配置したりする

ことで、児童が興味関心をもち学習を進められるよう工夫されている。 

⑵ 人物キャラクターの疑問や気付きを示すことで、問いが生まれ、学

習の深まりを導く単元展開の工夫がされている。 

⑶ 「空間」「時間」「関係」の３つの「見方・考え方コーナー」を設定

することで、児童がどんな視点で物事を見たり、考えたりするか見通し

をもてるよう配慮されている。 

⑷ 調べたことをリーフレットやカードにまとめ、発表することで「深め

合う」ことを提案しており、児童が見学・調査や表現する活動を主体的

に進められるように工夫されている。 

⑸ 写真やグラフなどは、カラーUDに配慮して作られており、多くの児童

にとって見やすいように配慮されている。特に図表にはドットや斜線等

も活用し、より見やすい工夫がなされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

⑴ 児童にとって身近な学習内容を選定し、発達段階と内容の系統性を踏

まえた単元配列にすることによって、基礎的・基本的な内容が身に付き、

実生活への活用ができるように工夫されている。 

⑵ 「わたし（たち）の問題」「学習問題」「さらに考えたい問題」とい

った三つの要素をもとに学習が展開するように配置されており、児童が

学習問題の質的な広がりや深まりを実感できるように工夫されている。 

⑶ 「まとめ」の段階では、登場人物の話し合う様子や会話の様子から、

対話的に学ぶ方法を学べるよう配慮されている。また、その会話を例示

することで、児童が対話的な学習を行えるように工夫されている。 

⑷ ＳＤＧｓに関連した内容が多く提示され、社会の持続可能な発展に関

わる問題を自分ごととしてとらえ、社会的な見方・考え方を働かせなが

ら意欲的に学ぶことができるように工夫されている。 

⑸ 挿絵・写真・統計資料・地図・年表等の資料を１頁に複数掲載すると

ともに、二次元コードを随所に配置し、ＩＣＴ機器を活用しながら比較・

関連付けができるように工夫し構成されている。 

⑹ 「学び方・調べ方コーナー」で、グラフなどの読み取り方や道具の使

い方、図によるまとめ方を提示し、知識及び技能の定着を図ることがで

きるように工夫されている。 

４ 全体的な特色 ・ 一冊の中に学年で扱う学習内容が収められ、年間を通して見通しをも

って学習を進めたり、適宜振り返ったりしやすい配慮がされている。 

 



東 京 書 籍

帝 国 書 院

地　　図
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
東京書籍（新編 新しい地図帳） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 資料や写真等の内容が精選されていて、児童に見やすい配慮がなされ

ている。また地図帳をもとに多角的に考えるための工夫が施されてい

る。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

⑴ 地図帳の導入ページ部分では、キャラクターが地図の読み方について

ガイド形式で学習する形式がとられ、初学となる３年生が抵抗なく地図

学習に取り組み始めることができる工夫がされている。 

⑵ 主体的な学びを促すため「ホップ↑ステップ↑マップでジャンプ↑」

のコーナーを各ページに設け、様々な問いや作業に取り組むことで地図

への関心や学びの意欲を高める工夫がされている。 

⑶ 地図表現では地形の陰影をなくし淡色で見やすい工夫がされている。

田、畑、果樹園などは、彩色だけでなく地図記号を記載することで、各

地の土地利用の様子を読み取りやすくする配慮がなされている。 

⑷ 文字が大きめに記載されている。ゴシック系のＵＤフォントが取り入

れられ、地名表記には白い縁取りが施され見やすくなっている。 

 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

 

⑴ 町の様子が抽象化され、地図が作成されていく過程がキャラクターの

説明を通して丁寧に掲載されていて、初めて地図学習をする児童が分か

りやすいだけでなく、親しみやすいような工夫がされている。 

⑵ 地理、歴史、公民的分野について見開きページを設け、周囲にグラフ、

資料、図を併記することで地図資料と比較しながら考えやすくしてい

る。 

⑶ 日本の自然災害について、災害地図を中心資料とし、地形と気候の関

係から災害の起きる要因や防災対策について考察できるようにされて

いる。 

⑷ 写真、絵、統計資料が児童の調査学習に必要と考えらえる量に精選さ

れていて、資料選択が容易になるよう配慮されている。また地図やグラ

フ、イラストが大きく掲載されているため見やすくなっている。 

４ 全体的な特色 ・ 地図で示されている資料や写真等の内容が精選され、大きく印刷され

ているので、見やすいレイアウトとなっている。また地名の印字も縁取

りされており、ふりがなも含めて読みやすく視覚的にとらえやすい。全

体的にすっきりとした構成である。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
帝国書院（楽しく学ぶ小学生の地図帳） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ ３年生からで地図帳を活用することを配慮し、地図の導入場面を丁寧

に扱っている。また写真やイラストが全体的に多用され資料も多く、児

童が地理的社会的条件を読み取りやすい内容となっている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

 

⑴ 児童の発達段階を配慮された構成である。地図学習の初学となる３年

生でも読み取りやすい精選された簡易地図から、高学年向けの調査学習

に活用できる詳細な地図まで幅広く掲載されている。 

⑵ 主体的な学びを促すための手立てとして「トライ！」「地図マスターへ

の道」などの設問がそれぞれのページに位置付けられ、地図に関心を引

き付ける問いや資料活用能力を高めることができる問いが用意されて

いる。 

⑶ 等高段彩表現と土地利用表現の彩色が明瞭で、地理的特色をとらえや

すい。特に土地利用の配色については、五色用いられていて（通常は四

色）より明確に区分しやすい配慮が施されている。 

⑷ 全編にわたりユニバーサルデザイン（レイアウトの統一、文字やフォ

ントの大きさ、色覚特性に配慮した色使い）が取り入れられている。ま

た重要な地名は太く強調したり、文字の周りに縁取りをつけたりして、

より見やすさが工夫されている。また、学習支援のためのＱＲコードが

設けられていて、アニメーションによる解説や動画など、デジタル端末

を活用した主体的な学びにつながるコンテンツが用意されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

⑴ 地図の序盤「広く見わたす地図」では都道府県の地形、産業の情報を

精選し掲載している。後半の各地方地図ではより詳細な情報が記載さ

れ、発達段階に応じた配列構成となっている。 

⑵ 資料図や統計がテーマ毎に見開きで掲載されていて、地図と関連資

料、写真を見ながら学習を深めることができる。 

⑶ 自然災害と防災について見開きで４ページ分配置されていて、自然災

害の分布図や写真で実際の災害の様子を掲載している。また防災設備の

イラストや防災マップづくりを掲載し、防災意識を高めることができる

よう配慮されている。 

⑷ 巻末の統計資料のページにおいて、産業別の都道府県生産量割合や農

水産物、資源の輸入先が帯グラフで示されている。項目ごとに併載され

ているため、調査学習の資料として見やすく活用しやすい。 

４ 全体的な特色 ・ 資料やグラフが数多く掲載されていて、児童の調査学習用の資料とし

て活用されることが期待できる内容である。地図の配色も明瞭で、見開

きの中央部が開きやすく、使いやすい。 

 



東 京 書 籍

大 日 本 図 書

学 校 図 書

教 育 出 版

啓 林 館

日 本 文 教 出 版

算　　数
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
東京書籍（新編 新しい算数） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 数学的活動を重視した展開で構成し、基礎的・基本的な知識及び技能

の習得のために、繰り返し学習できるように配慮されている。 

・ 数学的な見方・考え方を言語化して明示的に価値付け、既習と統合し

たり発展的に考えたりする学習ができるように配慮されている。 

・ 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、算数で学んだことを生活

や学習に活用しようとする態度が育つように配慮されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

⑴ 児童の論理的な思考・表現活動の場として「算数マイノート」を位置

付け、発達段階に応じて自分や他者の考えを基に、数学的な見方・考え

方を働かせて追究できるように配慮されている。 

⑵ １単位時間の最後に「それなら」を設け、発展的に考え、次時の学習

内容を創造することを促すような配慮がされている。 

⑶ 説明する場面や話し合う場面が多く位置付けられ、対話的・協働的に

問題解決ができるように大変工夫されている。 

⑷ 単元間に復習問題「おぼえているかな？」を設け、既習事項や学習の

継続性が分かるように配慮されている。 

⑸ ページ番号を白抜き文字にしたり、色数を削減したりして視覚的な刺

激を軽減している。また、重要事項に着目できるように枠で囲んで明確

に区別するなど、大変工夫されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

⑴ 各領域や単元の配置時期を工夫し、基礎的・基本的な内容を段階的に

指導できるように配慮されている。 

⑵ 各単元の最終ページに、「つないでいこう 算数の目」を設け、単元全

体の学習を通してできるようになったことや次に学習してみたいこと

などを、対話活動を通して明らかにできるように大変工夫されている。 

⑶ ２学年以上の単元末に、「いかしてみよう」「おもしろ問題にチャレン

ジ」を位置付け、学習したことを生活に活用したり数学の問題解決に取

り組んだりできるように配慮されている。 

⑷ 単元末では、学習した内容の定着を図る「たしかめよう」が設けられ、

知識及び技能の習得をいっそう確実なものにする問題量が確保できる

ように配慮されている。 

⑸ 実物の写真を使用した挿絵が多く用いられ、実生活との関連を意識し

やすいように大変工夫されている。 

⑹ １単位時間ごとにまとめが位置付けられ、知識及び技能に加えて、数

学的な見方・考え方についても振り返ることができるように配慮されて

いる。 

４ 全体的な特色 ・ 単元、領域、他教科等とのつがなりを可視化し、統合的・発展的な学

びが展開されるように配慮されている。 

・ ＱＲコンテンツが豊富にあり、「オープニングムービー」や「シミュレ

ーション機能」などを効果的に活用できるように大変工夫されている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書）  

       発行者名 

採択基準 
大日本図書（新版 たのしい算数） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 練習問題や様々な種類のデジタルコンテンツを設けることで、基礎的・

基本的な知識及び技能の定着を図れるように配慮されている。 

・ 問題提示の工夫や数学的な見方・考え方を働かせる場の設定など、児

童の思考力、判断力、表現力等の育成を図れるように工夫されている。 

・ 算数が社会で生かされていることを実感しながら主体的に学習に取り

組めるように、児童の興味・関心を高める配慮がされている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

 

⑴ 問題を右ページ、解決方法を次ページに配置する構成を随所に取り入

れ、思考・表現する活動が行えるように配慮されている。 

⑵ 児童が自ら問題を見いだせるような単元の導入コーナーを設けるな

ど、主体的に学習に取り組めるように大変工夫されている。 

⑶ 日常生活に関連した題材で児童の興味・関心を喚起したり、学習した

ことを生活の中で活用する問題を取り入れたりし、現実の世界と関わり

合うように配慮されている。 

⑷ 第２学年以上は学年一冊の合本にしたり、前学年までの学習内容を参

照できるデジタルコンテンツを設けたりすることで、振り返りや学び直

しがしやすいように大変工夫されている。 

⑸ 文節単位での改行、全面的なＵＤフォントの使用、カラーＵＤをふま

えた配色など、ユニバーサルデザインへの配慮がされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

 

⑴ 第２学年以上は学年一冊の合本とし、学習内容を見通した計画や単元

配列を入れ替えたり、第 1学年では 1巻を新設し、初期の学習に特化し

た指導をしたりできるように配慮されている。 

⑵ 領域別単元カラーを設定し、目次や各単元ページを色分けすることで、

学習のつながりを意識して系統的な指導がしやすいように工夫されて

いる。 

⑶ 巻頭に「算数の大切な考え方」のページを新設し、「ひらめきアイテム」

の項で、数学的な見方・考え方を蓄積しながら各単元の学習に生かすこ

とができるように大変工夫されている。 

⑷ 単元末の「たしかめ問題」では、基礎的・基本的な知識及び技能を再

確認できたり、発展的な学習に取り組めたりする問題が設定されるな

ど、個に応じた指導ができるように配慮されている。 

⑸ 学年前半の「じっくり深く学び合おう！」では、話し合い場面を写真

でより詳細に示すことで、学習を深めていく一例として参考にできるよ

うに配慮されている。 

⑹ 第２学年以上の全時間に学習のめあてが設定され、ひと目で指導のね

らいがわかったり、まとめの囲みが色分けされ、児童が見出すべきもの

と指導者が指導すべきものが区別できたりし、評価やまとめの観点が明

確になるように大変工夫されている。 

４ 全体的な特色 ・ 問題解決の流れに重点を置き、数学的な見方・考え方を働かせながら

思考力、判断力、表現力等が育成できるように工夫されている。 

・ デジタルコンテンツが充実していて、図が動くアニメーションコンテ

ンツや左利きの児童向け動画も用意され、学習の理解を深めたり技能を

定着させたりすることができるように工夫されている。 

 

 

 



 

- 19 - 

 

調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
学校図書（みんなと学ぶ 小学校算数） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 数学的な見方・考え方をキャラクター化することで児童が数学的な見

方・考え方を意識しやすくなるようにし、これまで働かせてきた見方・

考え方を領域の学習ごとに振り返られるように工夫されている。 

・ 展開の基本を問題解決学習におき、論理的思考力の育成が図れるよう

に配慮されている。 

・ 生活場面から問題を提示し、それが数理的に試行していく学習を通し

て、数理的な処理のよさが実感できるように工夫されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

⑴ １単位時間の内容が数ページに渡る構成を取り入れ、児童の多様な考

え方や処理に触れることができるように大変工夫されている。 

⑵ 単元の流れを問題発見から始めながら解決し、各時間の終わりには

「つながりの？」による新たな疑問を明示することで学習サイクルが

明確になるように大変工夫されている。 

⑶ 単元の導入では、「？を発見」を設け、日常の場面で算数を捉えられる

ことを通して新しい課題に主体的に取り組む態度を育成することがで

きるように、また、単元の最後には「？をかいけつ！」としてまとめる、

「つなげたいな」では新たな問いを提示するなどし、児童が算数の世界

を広げたくなるように大変工夫されている。 

⑷ 巻末に学習内容の定着を図るための「ほじゅう問題」、応用的・発展的

な課題を解決する「深めよう」を掲載することで、個々の習熟の程度に

対応できるように配慮されている。 

⑸ 判型をＡＢ判とすることで紙面が整理され、教科書上で作業する際も

広く使えるように配慮されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

⑴ 各学年の指導内容を詳細に分析し、基礎的・基本的な内容を明確にして、

単元の構成が系統的・発展的な配列になるように配慮されている。 

⑵ 目次に、関連のある既習単元や、次につながる単元を明示することで、学

年間や学年を越えた系統的な内容が見えるように配慮されている。 

⑶ 多様な解決方法を提示し、一人一人の考えを大切にした学習ができる

ようにしたり、問題作りなどの活動を通して、個に応じた数学的活動が

できたりするように大変工夫されている。 

⑷ 学習内容を、数学的な見方・考え方をベースにまとめることによって、

異なる領域の内容でも同じ見方・考え方をしていることに気付き、領域

を越えて理解が深められるように配慮されている。 

⑸ イラストで話し合いの場面を挿入し、意識的に対話的な学びに繋がる

よう促したり、解決の決め手となる挿絵や作図の場面で道具の使い方

が分かる連続写真を入れたりするなど配慮されている。 

⑹ 各単元末には「考え方モンスターでふりかえろう」を設け、その単元

で見つけた見方・考え方をどのように使って学習してきたかを振り返

ることができるように大変工夫されている。 

４ 全体的な特色 ・  働かせる数学的な見方・考え方を具体的な例によって示すことで、児

童が常に意識して使えるように工夫されている。 

・  日常の事象を算数の目で捉える場面を取り上げ、課題に主体的に取り

組む態度が育成できるように配慮されている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

        発行者

採択基準 
教育出版（小学算数） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 新しく学ぶことと既習事項を結びつけ、基礎的・基本的な知識及び技

能が習得できるように配慮されている。 

・ 数学的な表現を相互に関連させながら、言語活動を通して数学的に考

えたり表現したりする力が育成されるように配慮されている。 

・ 単元で学習したことを活用する機会を設け、算数を学ぶ意義を実感で

きるように工夫されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

 

⑴ 「たしかめよう」や「ステップアップ算数」を設け、発達段階に適し

た反復練習が行えるようにし、児童がゆとりをもって学習内容の定着が

図れるように配慮されている。 

⑵ 問題発見や解決の過程を「はてな？→なるほど！→だったら！？」と

いう問いの連続で構成し、数学的活動の充実と主体的・対話的で深い学

びの実現が図られるように大変工夫されている。 

⑶ 単元導入の「どんな学習がはじまるかな？」では、身近な題材から算

数の問題を発見し、目的意識をもって数学的活動に取り組めるように大

変工夫されている。 

⑷ 単元のまとめの問題には、問題ごとに学習内容のページが記され、自

ら学習内容を振り返ることができるように配慮されている。 

⑸ 児童が読みやすいように鮮明な印刷がされており、学習しやすい紙面

となるように配慮されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

 

⑴ 系統性や個々の習熟の程度などを考慮し、既習事項を活用したり統合

したりして、学習内容や見方・考え方を関連付けて学習指導できるよう

に配慮されている。 

⑵ 毎時間の学習の定着と繰り返し学習の機会を設け、基礎的・基本的な

知識及び技能が無理なく習得できるように配慮されている。 

⑶  「算数のミカタ」や「算数で使いたい考え方」を設け、数学的な見方・

考え方を顕在化し、繰り返し用いられてきていることを意識づけ、主体

的に活用していけるように大変工夫されている。 

⑷  「つながるミカタ」や「つながるミカタプラス」では、見方・考え方

について領域を越えてつなぎ、そのよさについての理解を深められるよ

うに工夫されている。 

⑸ 作業的・体験的な活動の場面で動機付けになる絵や写真を用いたり、

連続写真を用いて作図の手順を示したりし、絵や写真が指導に生かせる

ように配慮されている。  

⑹ 授業のまとめは、知識や技能だけではなく、問題解決を通して見いだ

した数学的な見方・考え方も振り返り、「なるほど！」の吹き出しを用い

て子どもの言葉で表されるように大変工夫されている。 

４ 全体的な特色 ・  児童の問いの連続で学習を進めるように構成され、「問いつづける力」

が育まれるように大変工夫されている。 

・  目的意識や数学的な見方・考え方の顕在化を図り、数学的活動の楽し

さや数学のよさが実感できるように配慮されている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
啓林館（わくわく算数） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 児童が主体的に算数を生活や学習に生かすと共に、基礎的・基本的

な知識及び技能を確実に習得できるように配慮されている。 

・ 数学的に考える資質・能力を育成するため、数学的な見方・考え方

を働かせながら主体的に問題解決できるように大変工夫されている。 

・ 学習を振り返ってよりよく問題解決したり、算数で学んだことを生

活や学習に生かそうとしたりする態度を養うことができるように大変

工夫されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

 

⑴ 発達段階に照らして、内容や学習展開が系統的に段階を踏んだ構成で

あり、年間配当時数は標準時数よりも余裕を持たせた分量で構成されて

おり、児童が学びやすくなるように配慮されている。 

⑵ 全ての主問題に「めあて」とそれに対応した「まとめ」が設定され、

児童が見通しをもったり、振り返って考えたりすることができるように

大変工夫されている。 

⑶ 単元末の「やってみよう」では、日常の事象や算数の学習場面から見

いだした問題を解決する活動が取り入れられ、単元で学習したことを算

数や生活に生かせるように大変工夫されている。 

⑷ 巻末の「もっと練習」では、自学自習ができる問題が多く掲載され、習

熟度に応じて繰り返し取り組むことができるように配慮されている。 

⑸ 書体は識別がしやすいＵＤフォントを採用し、配色は色覚の特性によ

らず児童が読みやすくなるように配慮されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

 

⑴ 全ての児童が学習する必修内容の「本編」と、個に応じて取り組める

選択内容の「学びのサポート」との 2部構成になっており、一人一人の

学びに対応できるように配慮されている。 

⑵ 単元導入場面には「じゅんび」や単元の扉のページがあり、既習事項

を振り返り、興味や関心をもって新しい学習へと入っていける学習展開

となるように大変工夫されている。 

⑶ 学びのつながりを重視し、価値付けたい数学的な見方・考え方にマー

カーを付して強調することで、数学的な見方・考え方を働かせ、統合的・

発展的に考えることの指導ができるように配慮されている。 

⑷ 「学びのサポート」の「もっと練習」には補充問題、単元末の「やっ

てみよう」には発展的な課題が掲載されており、個に応じた指導に生か

せるように配慮されている。 

⑸ 道具の使い方や作図の仕方などは、手順を細かく分割した連続写真や

動画等のコンテンツを用いて、指導に生かせるように大変工夫されてい

る。 

⑹ 単元末の「学びのまとめ」では評価の 3観点に沿って構成され、児童

自らが学習してきたことを確かめ、習熟度や興味・関心に応じて振り返

ったり発展的に考えたりできるように大変工夫されている。 

４ 全体的な特色 ・ 児童が自ら問いをもち、見通しを立てて追究し、主体的・協働的に問

題解決に向かうことができるように大変工夫されている。 

・ 児童が数学的な見方・考え方を働かせ、数量や図形の性質などを見い

だし統合的・発展的に考えることができるように大変工夫されている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
日本文教出版（小学算数） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 筋道立てて考え、表現するための学び方が示され、思考力、判断力、

表現力等を育成できるように配慮されている。 

・ 生活や学習の基盤となる算数の基礎的・基本的な知識及び技能を確実

に定着できるように工夫されている。 

・ 生活や学習への活用場面のページが充実しており、算数の楽しさやよ

さを感じられるように配慮されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

⑴ 低学年では、体を動かしたり観察したりする問題場面を多く取り入

れ、生活科を中心とした他教科と関連した学習ができるように配慮され

ている。 

⑵ 「単元アプローチ」で日常事象を提示し、興味・関心を高めながら数

理的に考える力を育成できるように配慮されている。 

⑶ 「つかってみよう」や「算数ジャンプ」、「もっとジャンプ」で、他領

域や他教科、日常生活と結び付けた総合的な問題を取り扱い、探究的な

内容に取り組めるように大変工夫されている。 

⑷ 単元前に「次の学習のために」を設け、次の単元に関連した既習事項

の確認ができるように大変工夫されている。 

⑸ 「よみとろう あらわそう」で、数学的な表現を系統的に整理し、様々

な数学的な表現を組み合わせて示すなど、学習した内容を児童が自ら整

理できるように配慮されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

 

⑴ 低学年では同じ領域の単元を分散的に構成し、高学年は学習効率を考

慮し関連する内容をまとめた単元の配列にするなど、児童が学びやすく

なるように配慮されている。 

⑵ 既習の内容を適用して、新しい知識を得ようとする場面では、既習と

の関連を「見方・考え方」で具体的に示し、統合的・発展的に考えられ

るように大変工夫されている。 

⑶ 汎用的な数学的な見方・考え方と各場面に応じた具体的な視点を２段

で明示し、児童が数学的な見方・考え方を働かせながら主体的に学べる

ように配慮されている。 

⑷ 巻末の「算数マイトライ」では、「基礎・基本」「応用・発展」「探究」

的な問題を設け、個々の実態に応じた学習指導がしやすいように大変工

夫されている。 

⑸ 挿絵や資料は、本文の情景や関係を具体的に捉えられるようなものが

配置され、問題場面を明確に把握・理解できるように配慮されている。 

⑹ 「学びガイド」や「算数ノートをつくろう」に、その時間や単元の振

り返りの仕方が明記されており、児童が自身の学びの過程や変容を自覚

することができるように配慮されている。 

４ 全体的な特色 ・ 学習した内容を活用する問題を位置付け、算数の世界の広がりや身近

さを感じられるように工夫されている。 

・ つながりのある単元や数学的な見方・考え方を明示し、児童が系統を

意識し、筋道立てて追究できるように配慮されている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
東京書籍（新しい理科） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 必要な内容は的確にもられており、問題解決の過程を１本のラインで

つないで学びの流れが示されていて、問題解決の能力を育成することが

できるように構成されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

⑴  学習内容は、各学年とも児童の発達段階に応じるように配慮されてい

て、他教科や生活との関連が図られるような工夫がされている。 

⑵ 予想や考察など思考する場面では、考えやすい事象が明示され、「科学

のミカタ」を通じて、働かせる理科の見方・考え方を示し、問題を科学

的に解決するための適切な工夫がされている。 

⑶ キャラクターが学習の段階ごとに次につながるような会話をしていく

ことで、児童に興味関心をもたせて追究の意欲につなげるような工夫が

されている。 

⑷  実験方法はイラスト入りで分かりやすく、安全上の注意事項も細かく

入っている。 

⑸ Ａ４判で写真や図絵が大きく鮮明で、配色や文字の大きさがすべての

児童にとって見やすく分かりやすいよう適切に配慮されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

 

⑴ 単元の配列や構成は、基礎となる単元を先行し、各単元が季節に適し

た時期に実施されるよう大変工夫されている。 

⑵ 「広げよう！理科の発想」や「理科の世界 探検部」のコーナーを設け

学習内容をより深めたり、日常生活と関連付けたりできるように工夫さ

れている。 

⑶ 簡便に実施できる実験の方法が紹介され、どの学校でも実施し易いよ

うに配慮されている。考察を深めさせたい部分では、児童の興味をひく

ような質の高い資料による紙面作りがされている。 

⑷ 実験・観察のやり方のきけんマークがよく目立って分かりやすい。栽

培植物は他学年と共用できるようになっていて、現場の負担を減らすよ

うな工夫がされている。 

⑸ 比較して問題を見つけ、事実を基に考察することができるよう、見開

きで写真を並べたり、時系列で配置したりして示す工夫が適切になされ

ている。 

⑹ 単元末「たしかめよう」や、単元のまとめ「ふりかえろう」で、学習

内容の定着が図られるような工夫が大変適切になされている。 

４ 全体的な特色 ・ 大きく鮮明で、資料性の高い写真、図版の掲載により、児童が興味・

関心をもって学習に取り組めるように配慮されている。 

・ 問題解決の課程を１本のラインでつないで学びの流れが示され、児童

が見通しをもって学べるよう配慮されている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
大日本図書（新版 たのしい理科） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 必要な内容は的確にもられており、問題解決の過程は３色に分けられ

たラインでつないで学びの流れを示すとともに、活動のヒントとなる「こ

こに注目」や「コツ」も示され、問題解決の能力を育成することができ

るように構成されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

⑴ 「理科の学び方」のページでその学年で大切にしたいことが明示され、

児童自身が見通しをもって活動できるように配慮されている。 

⑵ 単元の冒頭では、身近な話題や生活体験を想起させる写真を取り上げ

て、新たな疑問を持てるようにし、理科の見方・考え方を働かせて問題

解決ができるように配慮されている。 

⑶ ＳＤＧｓを随所に登場させることで興味関心を持たせ、主体的に取り

組ませるよう、適切な工夫がされている。 

⑷ 実験方法は写真とイラストで説明し、比べる実験の条件制御にも触れ

てある。 

⑸ Ａ４判を生かしたダイナミックな写真で導入し、話し合いの場面のイ

ラストや豊富な情報から、児童の関心や意欲が高まるよう、適切な工夫

がされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

 

⑴ 単元構成は、活動の内容、方法ともに系統性が見られ、既習事項を振

り返りながら理解が進むよう工夫されている 

⑵ 「学びをリンク」や「○○科とつなげよう」、「ほかの教科ともつなげ

よう」のページがあり、単元や学年、教科を越えて関連性、系統性が図

られている。 

⑶ 実験は複数の方法を示す配慮があり、主体的に方法を選んだり、１つ

の方法で納得のいく結論が得られなかった時には、別法を試せたりする

等、より深い探究ができるように適切な工夫がされている。 

⑷ 各種水溶液を作る時、ガラス棒でなく、かくはん棒を用いるなど、実

験の中でより安全に行うための適切な配慮が多くされている。 

⑸ ウェブコンテンツへの二次元コードがページ下の定位置に配置され、

動画の内容も紹介されているため、必要な場面で使いやすいよう工夫さ

れている。 

⑹ 単元末に「確かめよう」や「学んだことを生かそう」が設けられてお

り、学習内容の定着や、児童自身も習得した科学的な見方・考え方を確

認・評価できるように工夫されている。 

 

４ 全体的な特色 ・ 全単元で問題解決に向けての過程が略されずに掲載されており、どの

単元も全体の流れをつかみながら繰り返し活動することで問題解決の力

が身に付くよう工夫されている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
学校図書（みんなと学ぶ小学校理科） 

１ 教科の目標からの 

配慮 

・ 必要な内容は的確にもられており、各単元冒頭には学習内容に合わせ

て特につけたい資質・能力が示されている。 

・ 単元末には自己評価場面が設定され、見通しをもって主体的に問題解

決する力を育成することができるように配慮されている。 

２ 児童の学習活動へ 

 の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意 

  性 

 

 本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、コン 

トラスト等 

 

⑴ 児童の思いや願いが学習の始めに位置付けられており、各学年とも児

童の実態に応じるように配慮されている。 

⑵ 各単元の導入には、生活経験と結びつけて考えやすい事象があり、問

題を見つけようから問題が設定され、理科の見方・考え方を育てる工夫

がされている。 

⑶  ＳＤＧｓを全単元に位置づけることで追究の意欲を引き出し、主体的

に行えるようになっている。 

⑷ ページ一面に実験方法の詳しい説明がイラスト入りで描かれ、実験に

入る前の計画がしっかり立てられるよう配慮されている。 

⑸ 単元の導入では見開きの写真をもとに学習で取り上げたい視点を示

し、児童自ら主体的に追究したくなるように工夫されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

 「基礎的・基本的 

な知識・技能の習 

得」のための工夫、 

「思考力・判断力・ 

表現力等の育成」の 

ための工夫、「主体 

的に学習に取り組む 

態度を養う」ための 

工夫、関連性・連続 

性、個に応じた指導、 

他者との協働、まと 

めと評価 

 

⑴ ５年では、ふりこの運動を一番初めの単元に設定し、条件制御の考え

方をその後の単元で働かせられるよう、構成が工夫されている。 

⑵ 「もっと知りたい」のコーナーが随所にあり，単元や学年，教科を越

えた関連や実生活とのつながりが示され，継続的な学びへの配慮がされ

ている。 

⑶ 身近な物を使ってできる実験を紹介する際に、準備物や教材の作り方

がくわしく示され、教材準備の部分にものづくりの視点を入れ、体験的

な学習に主体的に取り組めるように工夫されている。 

⑷ 実験を安全に行うための理科室の使い方を見開き２ページにまとめ

るなど、安全面がよく配慮されている。 

⑸ 写真や挿絵がふんだんに使われ、対比や時間経過に沿って提示するこ

とにより、事実を基に考察しやすいよう大変工夫されている。 

⑹ 単元末の「ふりかえろう」では、基礎的・基本的な学習内容の定着が

図られるよう工夫されている。 

 

４ 全体的な特色 ・ 各単元冒頭にこの学習でつけられる力が明示されていて、学習の意欲

を引き出そうとする意図が感じられる。 

・ 実験器具の使い方が巻末にまとめられていて、検索しやすい。 

 




